
学校関係者評価報告書 

 

学校法人穴吹学園 穴吹医療大学校 学校関係者評価委員会は、令和４年度学校自己評価に基づく学校関係 

者評価を実施致しましたので、ご報告致します。  

令和５年９月 14 日  

 

学校法人穴吹学園 穴吹医療大学校  

学校関係者評価委員会 

１．学校関係者評価の目的 

より実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて、穴吹医療大学校の自 

己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。 

委員会は、穴吹医療大学校が行った教育活動及び学校運営の状況についての自己評価の結果を踏まえた本 

校の評価を行い、その結果を校長に報告する。 

 

２．学校関係者評価委員会 

（委員） 

森川  崇 元香川県立高等学校 校長 

齋藤 洋二 香川県立高松北高等学校 校長 

橋本 和之 香川県立三本松高等学校 校長 

乃村 久信 藤井学園寒川高等学校 校長 

森  仁志 香川県保険医協会 副理事長 歯科部会会長  

 医療法人社団審美会 もり矯正歯科医院 院長 

木戸みどり 一般社団法人 香川県歯科衛生士会 顧問(欠席) 

土田 佳代 独立行政法人 国立病院機構 四国こどもとおとなの医療センター 

横田  昇 株式会社西日本ファーマシー 常務取締役管理本部長 

安藤 幸代 公益社団法人 香川県看護協会 会長 

丹羽 美裕紀 香川県立中央病院 副院長兼看護部長 

三谷 和美 独立行政法人 地域医療推進機構 りつりん病院 看護部長 

南原 愛子 社会医療法人財団 大樹会 総合病院 回生病院 副院長兼看護部長 

横山 千晶 医療法人 雙和会 クワヤ病院 看護部長 

下河 誠司  穴吹医療大学校保護者会 支部長(欠席) 

久利 紀子 穴吹医療大学校 卒業生 

 

（学校教職員） 

池田 優佳 穴吹医療大学校 校長 

奈良 育代 穴吹医療大学校 副校長 

中井 里美 穴吹医療大学校 副校長 

横井 敦子 穴吹医療大学校 教務部 次長 

吉田 展子 穴吹医療大学校 教務部 次長 

松本 美称 穴吹医療大学校 教務部 課長 

 



３．学校関係者評価委員会実施日時 

開催日時 令和５年９月 14 日（木）14：30～16：30  

開催場所 学校法人穴吹学園 穴吹医療大学校 602・603 教室 

 

４．自己評価結果の説明･報告（自己評価報告書参照）  

当校の令和４年度の在校生動向、資格・検定取得実績、就職状況を報告の上、｢教育理念｣、｢目的｣及び 

｢令和４年度の目標と計画｣について説明。各自己評価項目について｢評価結果（総括）｣、と｢取組状況

とその分析｣、｢今後の改善方策等｣について報告。書式は、香川県版一般社団法人香川県専修学校各種

学校連合会様式にて実施。各評価項目について、「Ａ」十分である 「Ｂ」おおむね十分である 「Ｃ」

やや不十分である 「Ｄ」不十分である の４段階にて評価。 

 

５．意見交換、質疑応答 

 

〇非認知能力の向上、課題解決能力の育成・向上について 

 非認知能力とは専門教科のように数値で図れる知的な学力ではなく、社会人基礎能力や伝える力、気持

ちを読みとる力、測定できない個人の特性による能力を示す。数値化可能な学力（認知能力）と対照的

に用いられる。非認知能力向上により学生が自己の課題に取り組むなどの効果により学びの強化に繋が

ると考えている。本校は令和 3 年度から大学の専門家の支援を得て取り組んでおり、今後は教科活動と

教科外活動において、より体験的学習や探求的活動の充実と実施後のリフレクション、さらに学生の活

動に対する教員の見取りとフィードバックを実践できる環境づくりと実践力強化を図っていく。令和５

年度は学生が毎週継続してリフレクションできるように取り組んでおり、全体としては３つの力とも向

上していること、次年度はその結果を報告する旨説明がなされた。 

 

〇国家試験対策について 

基礎学力の低下や学習意欲の低下は本校のみならず社会的な傾向として報告されて久しい。非認知能力 

の育成が学習・課題に向かう姿勢や学習の継続力等にプラスの影響を及ぼすが、急速にその力が付くわ 

けでない。全員の国試合格に向けては、修学年限をふまえた国試対策の具現化、本校の特長である学生 

同士の学びあいをいかせる国試対策方法について在校生、卒業生の意見も参考に検討する。国家資格取 

得は学生の将来にも関わるので重要である。引き続き意欲低下の背景を考えて、個々の学生理解と個々 

の学生のペースに応じた教育を継続していきたいと説明がなされた。 

 

〇社会人意識の醸成について 

 学科間・学校間交流活動や学外活動、現場での実習での体験を活用して、医療職のみならず社会人とし

ての常識、働くことの意味について意識と行動の醸成、地域（学校区や高齢者居場所づくり事業等）を

巻き込んだ教育内容の強化を図りたい。引き続き３学科の実習受入れならびに学生指導、仕事のやりが

いの語りの依頼について説明がなされた。 

 

本日は貴重なご意見を賜り誠にありがとうございました。これからも皆様のご期待に添えますよう、教職

員一同、日々努力して参りますのでよろしくお願い申し上げます。  

以 上 


